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記載例（法第 10条第 1 項第 7 号関係「設立当初の事業年度及び翌事業年度の事業計画書」）

   ①   事業計画書

   ②   から○○年○○月○○日まで

特定非営利活動法人○○○○○○

１ 事業実施の方針

・ 設立当初の事業年度は、以下の事業を確実に実施することを目標とする。

・ 本法人の事業内容をより多くの市民に知っていただくため、ホームページの開設準備委員会

を発足させる。

２ 事業の実施に関する事項

⑴ 特定非営利活動に係る事業

定款の事業名 事業内容

実施

予定

日時

実施

予定

場所

従事者

の予定

人数

（人）

受益対象者の

範囲及び予定

人数（人）

事業費の

予算額

（千円）

①環境美化を目
的として清掃
を行う事業

地域の通学路や
駅周辺の清掃を
行う。

○月○日
○ ○ 地
域 の 通
学路

２０

通学路や駅を利
用する市民

不特定多数

５００

②活動支援を目
的として助言
を行う事業

地域の通学路や
駅周辺の清掃を
行う活動の実施
を検討している
他の団体を支援
するため、電子メ
ールの利用によ
る助言窓口を開
設する。

本事業年
度は実施
予定なし

－ － － －

③自然環境の保
護に関する講
演会を開催す
る事業

大学、行政、他の
ＮＰＯ法人に所
属し、自然環境の
保護に関する研
究や実務に携わ
っている方々を
招き、講演会を開
催する。

○月○日
○ ○ 会
館

８

自然環境の保護
に関心がある市
民

５０
６００

実施する予定の事業は
これらの事項をもれな

く記載する

活動予算書で事業費を
事業別に区分している

場合に記載する。区分し
ていない場合は、任意の

記載事項

当該年度の事業についてどのように

実施するかを記載

活動計算書の「事業費合
計」と事業計算書の「全体

の合計額」を一致させる
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⑵ その他の事業

定款の事業名 事業内容

実施

予定

日時

実施予定

場所

従事者の

予定人数

（人）

事業費の

予算額

（千円）
①花壇の手入れ

を行う事業
請負先の病院や老人ホー
ムの敷地内において、花壇
の手入れを行う。

通年行う ○○病院 １２ ４００

②講演録を出版
し販売する事
業

当法人が主催する自然環
境の保護に関する講演会
の講演録を出版し、販売す
る。

本事業年
度は実施
予定なし

― ― ―

備考

１ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ4縦型とする。

２ 設立当初の事業年度の事業計画書及び翌事業年度の事業計画書は、それぞれ別葉とし

て作成する。

３   ①  の部分は、設立当初の事業年度の場合は「設立当初の事業年度」、翌事業

年度の場合は「○○年度」と記載する。

４   ②  の部分は、設立当初の事業計画書については、「法人設立の日」と記載し、

翌事業年度の事業計画書については、事業年度開始年月日（○○年○○月○○日）と記

載する。

５ ２の(1)には特定非営利活動に係る事業、(2)にはその他の事業について区分を明らか

にして記載する。

６ ２の(1)については事業毎に定款の事業名、事業内容、実施予定日時、実施予定場所、

従事者の予定人数、受益対象者の範囲及び予定人数並びに事業費の予算額をそれぞれ記

載する。

７ ２の(1)のうち「受益対象者の範囲及び予定人数」の欄には、具体的な「受益対象者

の範囲」及び「受益対象者の予定人数」を記載する。

８ 事業費の予算額については、活動予算書の「事業費合計額」と全体の予算額の合計額

を一致させる。

９ ２の(2)については事業毎に定款の事業名、事業内容、実施予定日時、実施予定場所、

従事者の予定人数及び事業費の予算額をそれぞれ記載する。また、定款上、「その他の

事業」に関する事項を定めているものの、設立当初の事業年度に実施する予定がない場

合、「実施予定なし」と記載する。

その他の事業を行う場合のみ記載する。

特定非営利活動法人に係る事業の事業

内容と、その他の事業の事業内容とは、

相違点を明らかにして記載する

実施する予定の事

業はこれらの事項
をもれなく記載す

る

記載する 場合に

は、活動予算書の
「事業費合計額」

と全体の予算額の
合計額を一致させ

る


